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Q．適格請求書（インボイス）における消費税端数処
理ルールと記載例について教えてください。

〔会社の税務 よろず相談室 183〕消費税　その30

　適格請求書（インボイス）における
　　消費税端数処理ルールについて

Ａ．適格請求書の記載事項である消費税額等に一円未
満の端数が生じる場合は、一の適格請求書につき、
税率ごとに一回の端数処理を行う必要があります。

　（新消令70の10、インボイス通達 3-12）
　　なお、切上げ、切捨て、四捨五入などの端数処理

の方法については、任意の方法とすることができま
す。

（注）　一つの適格請求書に記載されている個々の商品
ごとに消費税額等を計算し、１円未満の端数処理
を行い、その合計額を消費税額等として記載する
ことは認められません。

（税制委員会：甕秀行、大池明、北澤剛　グループ稿）
（監修：関東信越税理士会　松本支部）

「記載例：税抜金額を基に消費税額を計算する場合」
　現行の区分記載請求書では、消費税額が記載事項になっていないため、端数処理のルールは定めら
れていない。一方、インボイスでは端数処理のルールが定められており、明細行ごとの端数処理等を行っ
ている場合には、請求書等に係るシステム改修が必要となる。


